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• 科学的な観点から、世界全体の温室効果ガス排出削減を実現する姿を定量化。

• アジア各国は、各国が保有する様々な資源をもとに、各国が抱える課題を改善しつつ2℃/1.5℃目標

の実現に向けた温室効果ガス排出量の削減目標の更新とその実現に向けたロードマップを検討し
ている。

• モデルは、科学と政策をつなぐツールであり、長期的には各国は自らの手でモデルやシナリオの開
発を行う必要がある。

• AIM (Asia-Pacific Integrated Model) は、1990年に統合評価モデルの開発を開始し、1995年からアジ
ア主要国の長期的なシナリオ開発、人材育成を支援してきた。

• インドネシア、タイでは、 AIMを用いて長期戦略を策定。ベトナム等でも同様の支援を実施。

• 詳しくはhttps://www-iam.nies.go.jp/aim/index_j.htmlを参照。

脱炭素社会に向けたシナリオ研究
アジア太平洋統合モデルAIM (Asia-Pacific Integrated Model)
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世界の正味の
温室効果ガス排出量

1.5℃目標の実現に必要なGHGとCO2の排出経路

3出所 IPCC(2023) IPCC AR6 SYR SPM; Figure SPM.5 & Table SPM.1; 
https://www.ipcc.ch/report/ar6/syr/downloads/report/IPCC_AR6_SYR_SPM.pdf

現在、各国が提示しているNDC（2030年目
標）では、1.5℃目標や2℃目標を実現する
排出経路と大きなギャップが存在。

2019年の
排出水準からの
削減率（%）

オーバーシュートがないか限定的な
オーバーシュートの1.5℃目標（>50%）

2℃目標（>67%）

GHG CO2 GHG CO2

2030年 43 [34-60] 48 [36-69] 21 [1-42] 22 [1-44]
2035年 60 [49-77] 65 [50-96] 35 [22-55] 37 [21-59]
2040年 69 [58-90] 80 [61-109] 46 [34-63] 51 [36-70]
2050年 84 [73-98] 99 [79-119] 64 [53-77] 73 [55-90]



1.5℃目標を実現するため、
先進国に加えて途上国も排出ゼロを実現する必要がある。
2025年10月13日時点で、79カ国が長期戦略を提出。
NDC3.0はアジアを含めて多くの国がCOP30直前に提出。
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China
2060: carbon neutrality
2030: 65% carbon intensity 

reduction to 2005

Korea
2050: carbon neutrality
2030: 40% reduction of GHG

to 2018

Japan
2050: net-zero GHG
2035/40: 60%/73% reduction of 

GHG to 2013

Indonesia
2060: net-zero emissions
2030: peak out
2035: 1258-1489 MtCO2e

Thailand
2065: carbon neutrality
2035: 47% reduction to 2019

Nepal
2045: net zero emissions
2030: 26.79% reduction of GHG 

to BaU

India
2070: net-zero carbon 
2030: 45% carbon intensity 

reduction to 2005

Sri Lanka
2040s: net zero GHG
2035: 8.11-11.98% reduction of 

GHG to BaU

Malaysia
2050: carbon neutrality
2035: 15-30 MtCO2e from the 

peak level (2029--2034)

Lao
2050: net zero GHG
2030: 60.7% reduction of GHG 

to BaU

Mongolia
2050: -
2035: 30.3-52.8 % reduction of 

GHG to BaU

Singapore
2050: 33 MtCO2e
2035: 45-50 MtCO2e

Philippines
2050: -
2030: 2.71-72.29 % reduction of 

GHG to BaU

Cambodia
2050: carbon neutral
2035: 16-55 % reduction of GHG 

to BaU

Bangladesh
2050: -
2035: 6.39-13.92% reduction of 

GHG to BaU

countries which submitted their 
LTS to UNFCCC. 

countries which have not yet 
submitted their LTS

Vietnam
2050: net zero GHG
2030: 9-27% reduction of GHG 

to BaU

Bhutan
2050: cumulative GHG 

reduction 48,652.84 GgCO2e
2030: Remain carbon neutral



脱炭素社会の実現に向けた緩和策の方向性
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エネルギー需要
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➍ ➍

➊
➋

➊ エネルギーサービス需要低減 ※1

➋ エネルギー効率改善

➊
➋

➌ 電化 ※2

➌

➍ エネルギーの脱炭素化

現状のCO2排出量

2050年のCO2排出量

【削減対策とCO2排出量の関係】

➎

➎ ネガティブ排出対策

※2 内燃機関自動車から電気

自動車、ボイラ・ストーブか
ら電気ヒートポンプなどの
電化はエネルギー効率改
善の効果も持つ。

※1人々の効用等を維持また
は向上させつつ、エネル
ギー消費に繋がるような
財やサービス需要を低減
させること。
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シナリオⅠ シナリオⅠ-a シナリオⅡ

シナリオⅢ シナリオⅢ-a シナリオⅢ-b
シナリオⅢ-c

日本を対象とした2050年のGHG排出量実質ゼロの評価
技術選択モデル、電源計画モデル、応用一般均衡モデルによる分析
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シナリオⅠ：NDCの延長（2050年の脱炭素社会は実現不可）。
シナリオⅡ：革新技術の導入により2050年の脱炭素社会を実現。
シナリオⅢ：革新技術に加えて社会変容の導入で2050年の脱炭素社会を実現。

結果や分析内容の詳細については、以下を参照。

日比野剛他(2025) 日本における2050年脱炭素社会実現に向けた排出経路の追加分析2，
国立環境研究所社会システム領域ディスカッションペーパー，No.2025-01，
https://www.nies.go.jp/social/publications/dp/pdf/2025-01.pdf



アジアでの気候政策支援に向けたAIMの取り組み
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NDC and LTS

【Asian country/region】 【Japan】

Government
途上国政府

Research institute
(AIM members)

MOEJ, Embassy, JICA
環境省・大使館・JICA

AIM team
(NIES, IGES, MHRT, 

E-konzal, ...)

Agreement between countries/regions
国・地域間の政府間協定

Research collaboration, Provision of AIM, 
Analysis support, Capacity development
共同研究、AIMの提供、分析支援、人材育成

Provision of numerical results, 
Policy support
定量的結果の提供・政策支援

Other 
stake-

holders

Other 
stake-

holders

Policy needs
& requests
政策ニーズ Research requests 研究要望

NIES: National Institute for Environmental Studies
IGES: Institute for Global Environmental Strategies
MHRT: Mizuho Research & Technonologies



タイにおけるAIMの貢献
Third & Fourth National Communication, Long-term Strategy and Biennial Transparency Report
by Prof. Bundit Limmeechokchai (Thammasat University)
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https://unfccc.int/documents/181765
https://unfccc.int/documents/624738

https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Thailand%20LT-LEDS%20%28Revised%20Version%29_08Nov2022.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/THAILAND%E2%80%99S%20BTR1.pdf



タイにおけるAIMの貢献
Mid-century, Long-term Low Greenhouse Gas Emission Development Strategy (Revised Version)
by Prof. Bundit Limmeechokchai (Thammasat University)
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https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Thailand%20LT-LEDS%20%28Revised%20Version%29_08Nov2022.pdf



• タイにおけるAIMを用いた定量的な評価をと
りまとめ

• https://www-
iam.nies.go.jp/aim/pdf/Thailand_Net_Zero_
2050_Roadmap_v2.pdf
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タイにおけるAIMの貢献
Research Report by Prof. Bundit Limmeechokchai (Thammasat University)



インドネシアにおけるAIMの貢献
Long-term strategy for Low Carbon and Climate Resilience 2050
by Prof. Rizaldi Boer (Bogor Agricultural University); Prof. Retno Gumilang Dewi and 
Dr. Ucok WR. Siagian (Bandung Institute of Technology)
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https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Indonesia_LTS-LCCR_2021.pdf

このほか、ベトナム、マレーシア、ラオス等でも
各国の研究者と連携して排出経路に関する分析を実施。



アジアにおいて展開している
社会経済政策や脱炭素対策の整合的評価に向けたツール
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AIM/CGE AIM/Enduse

An integrating tool of future economic, industrial, social and energy 
visions with mitigating options. 
緩和策のオプションとともに、将来の経済、産業、社会、エネルギーに関す
るビジョンを示すツール。

A tool for keeping macro-economic 
consistency among supply, demand 
and resource constraints, and for 
estimating macro- economic impacts. 
対策によるマクロ経済影響を評価す
るためのツール。

A tool for people and industry’s 
demand generation processes, 
technology deployment, and their 
impacts on GHG emission.  
対策技術の普及によるGHG削減と
対策費用の評価を行うツール。

Request of more practical, realistic roadmaps 
and also tractable tools for decarbonized 
development strategies
脱炭素社会の実現に向けた実現可能なロー
ドマップとそれを評価するツールの要請

Quantification of  
DCS scenarios
シナリオ定量化

Decarbonized Development 
Actions and Roadmaps

脱炭素対策とロードマップ

Designing snapshot 
of DCS visions

Economic analysis 
of DCS

Engineering and financial analysis 
of DCS

Institutional and logical design of DCS 
脱炭素社会の制度・論理的デザイン

Extended snapshot 
tool (ExSS)



AIM/Enduse：エネルギー・技術・サービスの関係

・ エネルギー技術はエネルギーを消費して、エネルギーサービスを供給する。

エネルギー技術の積み上げによって、分析対象のエネルギー消費構造を表現する。

エネルギー エネルギー技術 エネルギーサービス

• 石炭
• 石油
• ガス
• 電力
・・・

• エアコン、ストーブ、
給湯機・・

• 乗用車、トラック・・
• 高炉、電炉 ・・
・・・

エネルギー
サービス需要

エネルギー消費量

GHG排出量

• 暖房・給湯 （民生） 
• 移動・輸送 （運輸）
• 鉄・セメント （産業）
• ・・・

• 暖房・給湯需要量
• 旅客・貨物輸送量
• 鉄鋼・セメント生産量
・・・

• 初期費用
• 運転費用
• サービス生産量
• エネルギー消費量
• 寿命
• 普及上限・下限
• 補助率

エネルギーサービス需要推計技術データベース

• エネルギー種
• エネルギー価格
• GHG排出係数
• 供給上限
• 炭素価格

エネルギーデータベース

政策

・排出削減目標

・炭素税

・補助金

・効率基準

etc

各技術の普及量
（内生値）
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・ 将来のエネルギーサービス需要を所与として、固定費用と運転費用の合計が

最小となるように技術とエネルギーを選択する。
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タイ・インドネシア・ベトナムにおける運輸部門の排出と削減
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タイ・インドネシア・ベトナムにおける民生部門の排出と削減
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【タイ】

【インドネシア】

【ベトナム】
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タイ・インドネシア・ベトナムにおける産業部門の排出と削減
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【タイ】

【インドネシア】

【ベトナム】



脱炭素社会実現に向けて必要な追加投資額（中印を含む累積額）
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中国 インド タイ インドネシア ベトナム
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【部門別累積投資額】 【国別累積投資額】



ASEAN諸国の排出量を実質ゼロにするには

• なりゆきでは排出量は増加。経済活動とのデカップリングが必要になる。

• カーボンニュートラルを目指すには、電化、省エネ、エネルギーの脱炭素化など
あらゆる対策の導入が必要。

• エネルギー転換部門では、再生可能エネルギーの導入に加えて、BECCSの活
用により電力と水素の排出係数を負値にすることが必要。

• 日本の分析結果から、技術的な対応に加えて、サービス需要量を抑えることも
重要。

運輸部門における需要対策

食料需要の変化やフードロス対策

• 経済発展と脱炭素の両立に向けて、各分野のミクロな個別対策とそれらを融合
したマクロな長期シナリオを描くことは可能。

新しい技術は必要。それを支える日本の役割とは？

 ASEAN各国での取組に加えて、ASEAN全体の連携した姿も必要。

対策の先送りは、座礁資産の増加、費用の上昇を導く要因ともなりうる。
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